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平成２６年度 第３回市川市自立支援協議会 会議録（概要） 

 
１ 開催日時：平成２６年１１月１１日（火）１３時３０分～１５時１５分 

 
２ 場  所：勤労福祉センター本館３階 第２会議室 

 
３ 出 席 者：朝比奈委員、磯部委員、植野委員、内野委員、大井委員、木下委員、 

小井土委員、酒井委員、椎名委員、田上委員、永井委員、長坂委員、 
中村委員、西野委員、深澤委員、保戸塚委員、松尾委員、三浦委員、 
宮本委員、森田委員、山﨑委員 
事務局：市川市 障害者支援課（秋本課長、高橋主幹、渡辺主幹、 

新正主幹、池澤副主幹、石田主任） 
市川市 障害者施設課（松丸主幹） 
市川市 発達支援課（岡崎主幹・栗橋主査） 

傍聴：なし 
 
４ 議  事： 

（１）開会 
（２）各専門部会・障害者団体連絡会からの報告 
（３）第２次いちかわハートフルプランの策定について 
（４）その他 
（５）閉会 

 
５ 提出資料： 

（１）相談支援部会資料（資料１－１、１－２） 
（２）就労支援部会資料（資料２） 
（３）生活支援部会資料（資料３） 
（４）障害者団体連絡会資料（資料４） 

      （５）千葉県障害者計画フォーラム（Ａ４・２枚） 
      （６）市川市就労移行支援事業所～合同説明会のご案内～ 
      （７）重症心身障害児者支援研修会 

      （８）市川市障害者週間 特別イベント I❤あいフェスタ 
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【開会 13 時 30 分】 
 

【議事（１）開会】 

 

○山﨑会長より開会宣言。 

 

【議事（２）各専門部会・障害者団体連絡会からの報告】 
 

山﨑会長 ：今日は、来週の水曜日に社会福祉審議会の障害者福祉専門分科会との意見交

換を控えて、第２次ハートフルプラン策定に向けての提言をとりまとめる会

議となります。いつものように各専門部会と障害者団体連絡会からのご報告

はいただきますが、その後の議論は、第２次ハートフルプランに向けての意

見の集約や調整に集中したいと思いますので、ご協力のほどよろしくお願い

いたします。 

それでは、各専門部会と障害者団体連絡会からのご報告をお願いしたいと思い

ます。まずは、相談支援部会からお願いします。 

朝比奈委員：相談支援部会からの報告をします。（資料に基づき報告） 

山﨑会長 ：ありがとうございました。続きまして、就労支援部会の報告をお願いします。 

小井土委員：就労支援部会の報告をします。私のほうからは就労支援担当者会議の報告を

させていただきます。（資料に基づき報告） 

酒井委員 ：福祉的就労担当者会議の報告をします。（資料に基づき報告） 

山﨑会長 ：ありがとうございました。それでは続きまして、生活支援部会からの報告を

お願いします。 

松尾委員 ：生活支援部会の報告をします。（資料に基づき報告） 

山﨑会長 ：ありがとうございました。それでは続きまして、障害者団体連絡会について、

代表の大井委員さんから報告をお願いします。 

大井委員 ：障害者団体連絡会の報告をします。（資料に基づき報告） 

植野委員 ：私からは障害者の啓発パンフレットについて報告します。各障害者団体が原

稿を作成し、２０団体のうち半分ほど出てきましたが、障害者の特性を書い

ている団体や自分たちの活動を書いているところなど、書き方がバラバラで

したので、その部分については今後議論していきたいと思っております。ま

た、問題としては、作成の為の資金をどのようにするのかというところがあ

ります。他市では行政の支援があるようなところも見受けられました。 

山﨑会長 ：ありがとうございました。 
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【議事（３）第２次いちかわハートフルプランの策定について】 

 

山﨑会長 ：それでは、ここからは第２次いちかわハートフルプランの策定に向けた意見

交換に入りたいと思います。先ほど各部会からご報告のあった内容について、

追加や補足、修正すべき点などありましたらお願いします。 

朝比奈委員：資料３の４ページに「地域活動支援センターの再評価と新規開設の検討」と

ありますが、相談支援部会の中で出ている「たまり場」の構想については、

全く新しいものとして行なうか、南八幡メンタルサポートセンターを利用し

てと書いているように既存の枠組みを利用して行うか、これから具体的に評

価していくことになります。ここで言いたいのは、現在の地域活動支援セン

ターを残しつつ、新規で増やしていくということなのか、それとも給付事業

に活用できる部分は活用しながら、地域活動支援センターでないとできない

部分を行っていくのかどちらなのでしょうか。 

森田委員 ：地域活動支援センターが日中活動の場としてなかなか評価されにくい現状が

あると思います。利用者数や相談件数などのデータに出てこない部分もたく

さんあるということで、そういった部分を再評価したほうが良いのではない

かと思います。給付事業にない部分で、柔軟に対応できるなど良い部分があ

るという意味でも、新規で開設を希望している事業所があれば、積極的に認

めていただきたいと思い、ここに書かせていただきました。「たまり場」構想

との関係については、今後具体的に詰めていくことになると思います。 

朝比奈委員：今後、関連付けていくということは充分考えられるかと思います。 

植野委員 ：手話通訳制度について、第２次いちかわハートフルプランの素案では、「コミ

ュニケーション支援事業」という記載がありますが、障害者総合支援法では

「意思疎通支援事業」となっておりますので、用語の統一を図っていただき

たいと思います。また、平成２５年３月に厚生労働省から「意思疎通支援事

業」に関して、通達として「モデル要綱」が示されました。これは都道府県

や市町村間で取扱いに差異のないようにという内容のものですが、充分な議

論をしたうえで、計画の中に盛り込んでいくことを提案します。手話通訳の

派遣申請については、これまで聴覚障害者本人となっていましたが、このな

かでは、家族や支援者など、誰でも申請できるということになっております。

また、派遣の範囲についても、これまであくまで生活に関する範囲のみの色

彩が強いものでしたが、社会生活全てを網羅できるよう、権利性の強いもの

となっています。制限されるのは社会通念上から外れるもののみとなってい

ます。また、派遣の運営については、当事者団体も含めて関わっていくとい

うことも書かれております。この点については、３年前に市に要望書を出し

て、２年前に懇談会という形で行われましたが、昨年は実施されませんでし
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た。今年度については、是非開催していただきたいと思います。 

山﨑会長 ：いまのお話は大きく分けると２つになるかと思います。ひとつが用語の統一

に関すること。もうひとつが国のモデル要綱に関すること。用語については

事務局で対応していただきたいと思います。 

事務局  ：「コミュニケーション支援事業」という用語は現在のいちかわハートフルプラ

ンで使用しているもので、今回の第２次いちかわハートフルプランについて

は「意思疎通支援事業」に変更済です。 

植野委員 ：個別に話すのか、それともこの場で話すのか、確認したいのですが。具体的

には、第２次いちかわハートフルプラン素案の３５ページと７６ページにつ

いて伺いたいと思います。本来ならば、この場で議論すべきですが、議題に

入っておりませんでした。 

事務局  ：当事者団体への個別ヒヤリングにおいて、さまざまな意見を頂いていますが、

この場で個別の話題に入っていくのは難しいかと思います。 

朝比奈委員：相談支援部会の幹事として話したいと思います。この件については、植野委

員が当事者団体の代表として、これまでの市にお話してきたことかと思いま

すが、一方で、相談支援部会の委員として発言もされてきたかと思います。

今回、自立支援協議会から社会福祉審議会に意見を伝えていくという中に含

まれていないということをご指摘しているのだと思います。自立支援協議会

としても、今回の内容を取り入れて、意見反映に務めていくということでい

かがでしょうか。 

植野委員 ：ありがとうございます。この問題は、あくまでも個別という枠を超えている

かと思います。社会福祉事業の範疇に入るかと思います。障害者ひとりひと

りの事情の問題ではないと思います。 

山﨑会長 ：これまでの経緯を含めて相談支援部会で纏めていただいて、来週の障害者福

祉専門分科会に間に合わせたいと思います。 

朝比奈委員：今回のハートフルプランでは個別の事業について重点が置かれて話されてい

るように感じます。その意味では障害福祉計画より障害者計画の中で、どの

ように深めていけるのかという検討も必要かも知れません。今回どこまでい

けるか、今後どのようにしていくのか、少し分けて考えていきたいと思いま

す。 

山﨑会長 ：それでは、これまで出てきたものを来週、障害者福祉専門分科会でお伝えす

るのですが、そうは言っても時間に限りもあり、全部が話題に上がるとは思

えません。ここだけは外せない部分を教えていただきたいと思います。例え

ば、相談支援部会だと、「現在の相談支援体制ではまだまだ脆弱な部分がある

ので、たまり場機能を付けた相談窓口を含めた新たな相談支援体制の整備」

の優先度が一番高いように聞こえました。また、就労支援部会だと「実際の
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就労支援を行うには、一般就労した人のバックアップ体制に何らかの方策が

ないと、そして相談支援体制と絡めていかないと、現在行っている業務も滞

ってしまう」ということだと思います。 

朝比奈委員：相談支援部会としては、いま山﨑会長がおっしゃっていただいたところをポ

イントにしていただきたいと思います。一方で、今後さらに活動していくた

めに２点お願いしたいと思います。ひとつめが障害児についてです。これに

ついては現在の自立支援協議会の枠組みでは限界があって、新たな横断的な

官民共同の組織体が必要になると思います。そのあたりの市の考え方を伺い

たいと思います。もうひとつは相談支援体制のあり方について、公立施設の

民営化を含めて再構築していくべきと伝えさせていただいて方向性は示され

ましたが、市には民営化の具体的なスケジュールを示していただきたいと思

います。 

山﨑会長 ：個人的には相談窓口を新たに３ヶ所作ると、これまでのものはどのようにな

るのかと思っております。例えば中核支援センターなどは県の単独事業であ

る為か、あまり話しに出てこないと思います。就労支援部会はいかがでしょ

うか。 

小井土委員：先ほど山﨑会長がおっしゃったように生活支援の部分を誰がやるのかという

ことをお伝えいただければと思います。 

山﨑会長 ：分かりました。課題をお伝えして、どういった方法が取れるかを含めて、意

見交換したいと思います。生活支援部会はいかがでしょうか。 

松尾委員 ：どれも最重要と考えており、優劣は付け難いですが、日中活動の場の拡充を

進めていただきたいと思います。それと、人材の確保・定着・育成していく

仕組みを、市のバックアップを受けながら取り組んでいきたいと思います。 

山﨑会長 ：わかりました。特に市川市の場合、東京都と隣接していることもあり、人材

の流出ということが以前から課題として上がっていたかと思います。 

植野委員 ：障害者団体連絡会の立場から、ひとつ意見を申し上げたいと思います。この

連絡会は三障害全ての当事者団体から構成される珍しい組織体だと思います

が、制度としてどのように関わっていくかということがあります。千葉市で

は「ハーモニープラザ」という施設で、市から委託を受けて活動拠点として

いるようです。また、他市でも似たようなケースがあると聞いています。今

後、そのことについて提案をしていきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

朝比奈委員：第２次いちかわハートフルプランの素案のなかには、障害者団体連絡会の設

立の経緯に関する記述はありますが、今後の方向性や市が果たしていく役割

などについては記述がありません。障害者団体連絡会として、今後の方向性

について意見を持つことが重要になるのではないかと思います。 
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大井委員 ：目の前にあることをこなすので精一杯というのが現状です。理念や活動指針、

事務局の自主運営、予算を含めてこれから煮詰めていくということになりま

す。もう少し時間を頂きたいと思います。相談、生活、就労どれも大切だと

思います。相談については、先天性であっても中途障害であっても初期相談

が重要になってくると思います。また、キーパーソンになり得る人材の育成

が大事だと思います。生活についてはＡＤＬだけでなく、ＱＯＬを重視し、

楽しみながら、安心して暮らせるまち作りをお願いしたいと思います。就労

に関しては、個人的には障害者が一人だと健常者との間に壁ができてしまう

ことが多いと思いますので、二人以上で雇用し、障害者同士で話せる環境を

作っていただきたいと思います。 

山﨑会長 ：障害者団体連絡会のハートフルプランに対する意見として、分かりやすかっ

たと思います。今回のハートフルプランに間に合わなかったとしても、纏ま

った段階で、意見として発言や提案を頂ければと思います。 

田上委員 ：福祉制度が措置から契約にガラッと変わった状況のなか、障害者も生まれ育

った、慣れ親しんだ場所で暮らしていくということになっていますが、困り

ごとはたくさんあると思います。ハートフルプランを決めないといけないの

はわかりますが、全てを載せることは不可能だと思う。何年も掛けて、全く

新しいものを作り上げていくのが行政の役目。今後は民間の力を利用しなが

らバックアップ体制を構築していくのが目標になるのでは。以前は措置とい

うことで、行政の窓口に行けば何とかなっていたが、契約に変わり、個人的

には行政が放り出したかのような印象を受けざるを得ない場面もあります。

福祉は基本的には行政が動いていただかないと、と思いますが、全てを行政

がやるという訳ではないと思いますが、民間との協働には時間がかかると思

います。障害者でも地域で暮していくという理念を実現する為に、行政と民

間が協力して動いていかないといけないと思います。しかしながら、グルー

プホームは喫緊の課題だと思います。今後、入所施設が増えないとなると、

グループホームしかないと思います。国も地域移行を進めるのであれば、受

け皿の準備をしてから進めるべきで、これが現場の混乱に繋がっていると思

います。そこを解決するには、地域の社会資源を増やしていくしかないと思

います。 

山﨑会長 ：前半の話は価値の転換があったということだと思います。新たな仕組みや制

度もできたが、すぐには変われないというのが現実だと思います。後半は親

御さんとしての視点だと思いますが、グループホームの設置促進の話は、先

ほど生活支援部会の話にありました人材育成というソフト面とセットで話さ

れるべきだと思いますので、来週の意見交換のときに伝えていきたいと思い

ます。それでは、他になければ次の議事に移りたいと思います。 
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【議事（４）その他】 

 

・計画相談支援の進捗状況について＜障害者支援課＞ 

障害者総合支援法の分、つまり１８歳以上の方になりますが、今年度９月末時点の支給

決定者数は２，０４０名。そのうち計画相談を付けている方が６２６名、セルフプランの

方が６２０名。合わせると１，２４６名で割合としては６１．１％となっています。１８

歳未満の児童福祉法の分については、支給決定者数は６８６名。そのうち計画相談を付け

ている方が１６名、セルフプランの方が３２８名。合わせると３４４名で割合としては５

０．１％となっています。 

 

・虐待防止センターの通報件数について＜障害者支援課＞ 
 １１月１０日現在の通報件数は１４件で、そのうち９件は「虐待なし」と判断されたも

のになります。また、４件が経済的虐待の疑いのあるもので、これについては社会福祉協

議会とも協議しまして、現在対応中です。残りの１件は使用者による虐待で、労働基準監

督署に報告を上げています。 

 

【議事（４）閉会】 

 

山﨑会長 ：それではこれで、平成２６年度第３回自立支援協議会を閉会します。ありが

とうございました。 

 

【閉会 １５時１５分】 


